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株主･投資家の皆さまには平素より格別のご支援ならびにご

厚情を賜り、厚く御礼申し上げます。また、本年３月の東日本

大震災により、被災された皆さまには心よりお見舞い申し上

げますとともに、一日も早い復興をお祈り申し上げます。

当社グループにとって第22期となる2011年度は、期が改

まった３月に未曾有の大災害とも言われる東日本大震災が

発生し、波乱の幕開けとなりました。期初時点において、当社

グループを取り巻くマーケットへの影響を計りかねる状況

にあったことにより、前期の業績を最低ラインと設定し、第

22期をスタートいたしました。

当社グループの仙台拠点における一部被害、クリエイティブ分

野、IT分野でのクライアントからの受注状況等に影響があった

ものの、当社グループのネットワークする様々な分野における

プロフェッショナルへのニーズは底堅く、既存エージェンシー

事業を中心に、業績は好調に推移いたしました。結果、上期業績

は期初予想を大幅に上回り、全セグメントにて増収増益、過去

最高の業績となりました。これに伴い、通期業績予想について

プロフェッショナルの力により社会への貢献を目指して

も上期業績の上振れ分を上方修正いたしました。

今後の成長へと繋がる新規事業としては、前期に引き続き、

「中国」「電子化」「EC」をキーワードに推進してまいりまし

た。日本の版権を中国市場へと展開する出版エージェンシー

事業の推進、中国No.１電子書籍リーダー「漢王」への日本コ

ンテンツ提供、日本国内における電子書籍化サービスの展開

に続き、本年８月には北京視易購伝媒科技有限公司と業務提

携契約を締結し、中国におけるTV通販事業に参入いたしま

した。日本製品及び日本企業の独占窓口となり、日本からア

ジアへの事業進出の一歩に、当社がこれまで培ってきたクリ

エイティブ･ノウハウをもって貢献してまいります。

震災及びそれに続く様々な困難の真只中ではありますが、当

社グループ社員一丸となって業績向上に努め、プロフェッ

ショナルによる力とともに、日本全体の活性化に努めてまい

ります。

株主･投資家の皆さまには、今後とも変わらぬご支援を賜り

ますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

代表取締役社長　井川 幸広

To Our Shareholders
株主の皆さまへ



クリエイター

C&Rグループ

TV・映像、Web、モバイル、
広告・出版、

ゲーム・アミューズメント、
SP・イベント等関連企業、

一般事業会社等
医者

病院・クリニック

ITエンジニア
メーカー、ベンダー、Sler等

弁護士
法律事務所、自治体、
一般事業会社

（法務・知財部門）会計士
会計士事務所、税理士事務所、
一般事業会社（財務・経理部門）

C&Rが誇るプロフェッショナル陣

教育・セミナーの機会
を多く設けています。

テレビ通販により中国に
日本商品を販売

中国電子書籍リーダー「漢王」
に日本コンテンツを提供

日本書籍のライセンスを
アジアで販売

プロフェッショナルの持つ
権利の収益化に様々な形で
取組んでいます。

プロフェッショナルに対する仕事
の紹介、プロフェッショナルを組
み合わせたプロジェクトの組成
は当社の基幹ビジネスです。

エージェンシー

教育

ライツ・プロデュース

C&Rグループは、クリエイティブ、医療、ＩＴ、法曹、会計の５つの分野で活躍するプロフェッショナルを対象に、仕事の供給、プロ

ジェクトの組成、著作権･知的財産の収益化、教育の機会等を通じて、プロフェッショナルの方々が持てる力を最大限に発揮できる環

境を提供し、その能力を通じてクライアントの企業価値向上に貢献することを目指しています。プロフェッショナルの活躍する領

域、知的財産の収益機会の拡大を目指し、アジアを中心とした海外展開も積極的に手がけています。

Business Model
ビジネスモデル



Our Group Company
分野別概況

分野別売上高と構成比

76.1%

14.4%

9.5%

7,782百万円

売上高

●クリエイティブ分野（日本・韓国） ・・・・・・・・・ 5,920百万円

●医療分野 ・・・・・・・・・ 1,121百万円

●IT・法曹・会計他 ・・・・・・・・・ 741百万円

クリエイティブ分野（日本・韓国）の概況
●クリーク・アンド・リバー社
●CREEK & RIVER KOREA

IT・法曹・会計他の概況
●リーディング・エッジ社
●C&Rリーガル・エージェンシー社
●ジャスネットコミュニケーションズ

クリエイティブ分野（韓国）の概況
●CREEK & RIVER KOREA

医療分野の概況
●メディカル・プリンシプル社

クリエイティブ分野（日本・韓国）の概況
●クリーク・アンド・リバー社
●CREEK & RIVER KOREA

IT・法曹・会計他の概況
●リーディング・エッジ社
●C&Rリーガル・エージェンシー社
●ジャスネットコミュニケーションズ

クリエイティブ分野（韓国）の概況
●CREEK & RIVER KOREA

医療分野の概況
●メディカル・プリンシプル社

クリエイティブ分野（日本・韓国）の概況
●クリーク・アンド・リバー社
●CREEK & RIVER KOREA

IT・法曹・会計他の概況
●リーディング・エッジ社
●C&Rリーガル・エージェンシー社
●ジャスネットコミュニケーションズ

クリエイティブ分野（韓国）の概況
●CREEK & RIVER KOREA

医療分野の概況
●メディカル・プリンシプル社

国内のクリエイティブ分野においては、３月11日に発生した東
日本大震災により一部にクリエイター･ニーズの減少、企業プロ
モーションの自粛等の影響が出たものの、コアクライアントで
あるTV局、大手ゲーム会社、広告代理店等のニーズにきめこま
かく対応し、また、電子書籍、ソーシャルアプリ等の新分野へも
積極的に展開し、順調に業績を伸長しております。拡大するアジ
ア市場に対しては、日本の出版物を中国･台湾･韓国等へ仲介す
る出版エージェンシー事業にて、これまで約150タイトルのラ
イセンス契約を締結し、市場での存在感を増しております。独占
契約を締結する電子書籍リーダー「漢王」へは、コミック･ライト
ノベル等のコンテンツ流通が進んでおります。また、本年８月に
は北京視易購伝媒科技有限公司とTV通販事業において独占業
務提携契約を締結し、日本企業、日本商品に対し新しい販路を提
供することが可能となりました。
日本と同様のビジネスモデルを展開する韓国においては、法改
正によるTV局の増加、総合編成チャンネル増加の機会を捉え、
TV分野におけるクリエイターの派遣事業が順調に伸長してお
ります。73名のトップクリエイターのマネジメントを通じて、
ライツ･プロデュース事業にも積極的に取組んでおります。

IT分野においては、昨年より注力する３DCGによる可視化ソ
リューション技術を利用したビジュアライゼーション事業が売上
高の拡大に寄与している他、法曹・会計分野においては情報誌の発
行等による認知度向上に伴い順調に登録者が増加し、プロフェッ
ショナル･ネットワークの拡充が業績向上に貢献しております。

全国各地での慢性的な医師不足を背景に、各医療機関からの医
師へのニーズは引き続き高く、医師の紹介事業が順調に伸長し
ております。約44,000名の医師、約9,500名の医学生、約
7,800の医療機関からなる国内最大のドクターのネットワー
クを活かし、大学医局、医師、医療機関を繋ぐサービスの拡充を
はかっております。中でも、医学生･研修医のための臨床研修病
院合同セミナー「レジナビフェア」は、2002年より毎年全国に
て開催し、業界での認知度向上に貢献しております。



当中間期〈計画〉と〈実績〉・〈通期予想〉

売上高

営業利益

経常利益

四半期純利益

計画

百万円

百万円

百万円

百万円

7,200

150

150

30

百万円

百万円

百万円

百万円

15,000

550

550

220

実績 通期予想

百万円

百万円

百万円

百万円

7,782

404

424

172

売上高

（百万円）

通期 中間 通期予想

13,049

6,446

14,513

6,831

第18期

14,992

7,353

第19期 第20期 第21期

14,137

6,758

第22期
（中間）

15,000

7,782

（百万円）

当期純利益

通期 中間 通期予想

262

71

第18期

260

113

第19期

71

△45
第20期

89

16

第21期 第22期
（中間）

220

172
5,153

5,677 5,534

（百万円）

総資産

通期 中間

第18期 第19期 第20期 第21期 第22期
（中間）

5,524 5,848
3,028

2,970

自己資本

2,995
3,069

（百万円）

通期 中間

第18期 第19期 第20期 第21期 第22期
（中間）

3,190

118

286

（百万円／％）

営業利益/売上高営業利益率

3.4 3.5

2.0

3.7

5.2

通期 中間 通期予想

297

141

215

522495

102

第18期 第19期 第20期 第21期 第22期
（中間）

1.1

404

550

126

300

272

3.3

1.2

157
76

502
455

3.1

経常利益/売上高経常利益率

（百万円／％）

通期 中間 通期予想

220

第18期 第19期 第20期 第21期 第22期
（中間）

2.1

3.7

5.4

424

550

●  前年同期比 売上高115％、営業利益341％、
　経常利益336％、四半期純利益1,069％ 
  中間期において全ての項目で過去最高の業績を達成

●  各セグメントで増収増益を達成

●  中間期における計画上振れ分を通期計画において
上方修正

　下期計画は期初計画を据え置き

Financial Highlights
財務ハイライト



株式会社シー･アンド･アール
井川　幸広
福田　浩幸
澤田　秀雄
星川　輝
依田　巽
鈴木　慶子
添田　和宏
大阪証券金融株式会社
クリーク・アンド・リバー従業員持株会

（注）1.上記の他、自己株式が10,809株あります。　
2.持株比率は自己株式（10,809株）を控除して計算しております。

持株数（株）   持株比率（％）

66,280

46,530

7,540

3,650

3,038

2,890

2,739

2,340

1,913

1,778

30.79

21.61

3.50

1.70

1.41

1.34

1.27

1.09

0.89

0.83

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基 準 日
公 告 方 法

株主名簿管理人

郵 便 物 送 付 先

（ 電 話 照 会 先 ）

上場金融商品取引所
証 券 コ ー ド

3月1日〜翌年2月末日　
5月下旬
定時株主総会・期末配当　2月末日
電子公告の方法により行ないます。
公告掲載URL（http://www.cri.co.jp/）
ただし、事故その他のやむを得ない事由により電子公告を
することができないときは、日本経済新聞に掲載します。
東京都港区芝三丁目33番1号
中央三井信託銀行株式会社
〒168-0063東京都杉並区和泉二丁目8番4号
中央三井信託銀行株式会社　証券代行事務センター

 0120-78-2031（フリーダイヤル）
取次事務は中央三井信託銀行株式会社の全国各支店な
らびに日本証券代行株式会社の本店及び全国各支店で
行なっております。
大阪証券取引所（JASDAQ）
4763

株主メモ

C&R社のIR関連の最新情報をメールでお届けするサービスで
す。プレスリリースやインフォメーション、サイト更新情報等をご
案内いたします。コーポレートサイトより、ぜひご登録ください。

IRニュース配信にご登録ください

最新IR情報をWebで閲覧いただけます。

コーポレートサイト
http://www.cri.co.jp/

Click!

ホームページのご案内

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

株式の状況

447,200株
226,090株

4,044名

所有者別状況

株主・株式分布

3,980名
34名
15名
6名
8名
1名

98.44%

0.84%

0.37%

0.14%

0.19%

0.02%

■ 個人・その他
■ その他国内法人
■ 金融商品取引業者
■ 金融機関
■ 外国人
■ 自己名義株式

所有株式数別状況

134,899株
71,450株
3,295株
5,177株

460株
10,809株

59.69%

31.60%

1.45%

2.28%

0.20%

4.78%

■ 個人・その他
■ その他国内法人
■ 金融商品取引業者
■ 金融機関
■ 外国人
■ 自己名義株式

大株主（10名）

株主の皆さまの声をお聞かせください
http://www.e-kabunushi.com
アクセスコード　4763

いいかぶ 検索検索 Yahoo!、MSN、exciteのサイト内にある検索窓に、
いいかぶと4文字入れて検索してください。

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝（図書カード500円）を進呈させていただきます
●アンケート実施期間は、本書がお手元に到着してから約2ヶ月間です。

TEL：03-5777-3900（平日 10：00～17：30）MAIL：info@e-kabunushi.com
●アンケートのお問い合わせ「e-株主リサーチ事務局」

※本アンケートは、株式会社 a2media(エー・ツー・メディア）の提供する「e-株主リサーチ」サー
ビスにより実施いたします。（株式会社 a2mediaについての詳細 http://www.a2media.co.jp）
※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしにこれ以外の目的に
使用することはありません。

Stock Information
株式の情報（2011年8月31日現在）




